
公益財団法人日本台湾交流協会 2016 年度第 4 回日本語教育研修会 

人間的成長を支える日本語教育について考えよう

目標 

 社会の変化とこれからの時代を生きるために必要な資質・能力とは何かを考える

 人間的成長を支えることをめざした授業実践や教材開発事例を知る

 自分はどのような資質・能力を育む実践をしたいかを考える

2016 年 2 月 11 日（土）台北：日本台湾交流協会台北事務所 文化ホール 

 2 月 12 日（日）高雄：実践大学高雄校区高雄市教学中心 

国際交流基金日本語国際センター 専任講師 
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enTree-Halina! Be a NIHONGOJIN!! (1st Edition  

 

Discover  
and fulfill 

one’s MISSION 
Self-improvement 

Curiosity 
towards the world,  
one’s country, one’s self 
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Davao City National High School, Photos by Christine Joy C. Cabahug 



 

• Can-do  

•  

•

•

•

1 I can do self-introduction by saying my nickname and my favorite 
word slowly (June 30) slowly but with more confidence (July 4). 

2 I can do self-introduction by saying my nickname and my favorite 
word slowly but with confidence (June 30) less confidence (July 4). 

Can-do

 
•

•

•

•

•

The student “K” was a shy girl. 
Through writing journals after every lesson of Japanese class, 
she has broaden her views wider and wider, become social 
and committed more class activities. 



2016年度第 4回日本語教育研修会 

 

人間的成長を支える日本語教育について考えよう 
 

■ あなたの考える「人間的成長」とはどのようなものですか。 
 
 
 

■ 世界の日本語教育実践の事例の中に、自分の実践でも取り入れられそうなもの・挑戦してみ
たいものがありましたか？ 

 

目標設定・指標検討 

 キー･コンピテンシーや 21世紀型スキルを自分たちの現場にあわせて文脈化し、細分化する 
 自分たちの地域・学校の課題を話し合い、必要な資質・能力について考える 

 

トピックや学習内容の選定 

 他教科の内容との連携（数学、理科、社会等） 
 日々の生活の質の向上につながるようなトピック 
 社会とつながる／社会課題に向き合うトピック 

 

授業デザインで参照できること 

 「科学的アプローチ」のような探求型の学習デザイン 
 

コミュニケーション以外の目的を追加してみる 

 何かを検証するためにクラス内でインタビューする 
    例）食生活の実態調査、交通手段と環境問題 etc 

 アイディアを得るためにインタビューする（マーケティングのような活動） 
 

思考力 

 思考を整理し、まとめるツール（シンキングツール）の活用 
    例）コンセプトマップ、ロジックツリー、ベン図、SWOT分析、フィッシュボーン図 etc 

      お勧めウェブ：「シンキングツール～考えることを教えたい～」（関西大学 黒上晴夫教授ほか著） 

http://ks-lab.net/haruo/thinking_tool/short.pdf 

 

ポートフォリオ・ジャーナル 

 管理する力を養うためのポートフォリオ作り 
 思考を言語化することをめざしたジャーナル作り 

http://ks-lab.net/haruo/thinking_tool/short.pdf


表 2 各国の教育課程で重視して育成しようとしている特色ある「能力やスキル」 

国立教育政策研究所（2013c：7－11）比較表 1－3より抜粋 

国 汎用的能力 能力やスキルの特徴（A）と具体例（B） 

イギリス キー・スキル

A：英語・数学・理科の知識とそれに関連する能力・スキル 
B：会話言語、コンピュータ科学を重視。キー･スキルとして、コミュニ
ケーションスキル､数字の活用､情報技術､他者との協働スキル､

自律学習と成績の向上､問題解決､思考のスキル

ドイツ コンピテンシー

A：全州共通のスタンダードの内容（ドイツ語、算数･数学､第１外国
語（英／仏）､生物／化学／物理）の中に各コンピテンシーを組

み込んでいる。

B：代表的コンピテンシーには､行為・事象・方法・自己・社会コンピテ
ンシーがある。

フランス 共通基礎

A：共通基礎:知識と総合的能力(コンピテンス)と教養から成る｡ 
B：知識と７つのコンピテンス：フランス語､第 1外国語の運用能力､
数学の基本原理と科学技術的素養､情報通信の日常的技術の

習得､人文的素養､社会的市民的総合能力､自立性と自発性

フィンランド コンピテンシー

A：全的な発達と責任ある市民として生きていくために必要な知識
と技能の習得､生涯学び続けるための素養の涵養

B：人として社会の一員としての成長､教育の機会均等の推進､生涯
学習の基盤づくり【以上基礎教育の目標】

アメリカ

大学・キャリア

レディネス／

21世紀型スキル 

A：知識の獲得を踏まえたスキルの獲得 
B：大学や職場に入ってから活躍するための力（CCR) 、 

4C (Communication, Collaboration, Critical Thinking, 
Creativity)＋3R(Rights, Responsibility, Respect) 

カナダ

(オンタリオ州)
21世紀型スキル 

A：学習スキルと学習習慣 
B：責任感､自己管理能力､自主的に課題を解決する力､協働､学習
への積極性､自律性

オーストラリア 汎用的能力

A：汎用的能力 
B：リテラシー､ニューメラシ―（筆者注：数学の基礎知識）､ICT技能､
批判的・創造的思考力､倫理的行動､異文化理解､個人的・社会

的能力

ニュージーランド キー・コンピテンシー

A：キー･コンピテンシー 
B：思考力､言語／記号／テキストの活用能力､自己管理力､他者と
関わる力､社会に参加し貢献する力

韓国 核心力量

A：グローバル創意人材に必要な核心力量 
B：自己理解力､意思疎通能力､論理力､想像／創意力､文化的感受
性､問題解決能力､市民共同体精神､リーダーシップ

中国
動手能力

（実践能力）

A：社会実践を豊かにして能力を育成強化､実践能力重視 
B：学習への主体的参加､探究心､情報収集／処理能力､自ら考え
行動する力､自主的な社会適応力､問題解決能力､創新能力
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参考資料：国際交流基金日本語国際センター（2015：8）



表 か国の教育文書に見る学習目標（重視して育てたい特徴的資質・能力）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

21世紀型スキルに通じる資質 （資料 2） 

①創造性 ②自律性 ③協調性 ④連帯 ⑤リーダーシップ ⑥共感力 ⑦寛容性 ⑧生活能力

コア・コンピテンスと基礎コンピテンスによる段階的な目標設定（資料 2）

◇コア・コンピテンス：学習者が卒業時に一定の基準に達するように、各学年・プログラムで設定する、

精神的態度、社会的態度、知識、技能の４つの側面からなる包括的な能力レベル記述

◇基礎コンピテンス：コア･コンピテンスに基づき設定する、各科目の授業で具体的にめざす能力記述

タ
イ

5つの素養 （資料 38） 

1. コミュニケーション能力：情報発信力･受信力、自己表現力、交渉能力、情報処理能力等

2 .思考能力：意思決定をするための分析的、統合的、建設的、批判的、組織的思考能力等 

3. 問題解決能力：問題処理能力、関係性構築能力、意思決定力等

4. 生活スキル応用能力：生活適応能力、自己学習能力、勤労、社会調査、環境適応能力等

5. 技術応用能力：情報技術活用能力等

フ
ィ
リ
ピ
ン

心身一体の全人的成長と 21世紀型スキルの獲得 （資料 26） 

1. 学習能力とイノベーション力：創造力と好奇心、 批判的思考・問題解決能力・リスク管理能力、

適応能力・複雑な問題への対応力・自己統制力、 高度な思考能力と論理性

2. 情報力とメディア・技術駆使力：ビジュアル・情報リテラシー、 メディアリテラシー、 基本的な

科学・経済・技術リテラシー、 多文化リテラシーとグローバル化の意識

3. コミュニケーション能力：共同作業における協働力・対人関係力、社会に対しての責任と市民と

しての責任、 対話力

4. ライフスキルと職業能力：柔軟性と適応性、 自発性と自己統制力、 社会的スキルと異文化間スキ

ル、 生産性と責任感、 リーダーシップと責任感

ベ
ト
ナ
ム

学生の能力開発･強化･動機づけ （資料 50） 

1. 創造力と追及力 2. 自律学習 3. 自分の知識を実用的目的のために使用する能力

4. 知識の追及に対する学習者のニーズや関心

ソフトスキル <21世紀型スキルに通じるスキル>（国際交流基金 2014)

1. 対人関係に関わるスキル（リーダーシップ、問題解決能力等）

2. チームワークや協働に関わるスキル（ソーシャルスキル、コミュニケーションスキル等）

3. コンピテンシー（ICT活用力、数学的な力、外国語の運用力等）

マ
レ
ー
シ
ア

6つの資質・能力（KTLBEN） （資料 15） 

1. 知識（K）：識字、計算能力、国・地域・世界の歴史・地理、芸術、音楽、スポーツ等 

2. 思考能力（T）：生涯学習能力、問題解決能力、論理的思考、創造的思考、イノベーション等 

3. リーダーシップ（L）：起業精神、逆境に向う強靭な意志、高度なコミュニケーション能力等 

4. バイリンガル（B）：バイリンガル能力 

5. 倫理と精神性（E）：賢明で原理に基づく決定を行う力、正しいことを行う力、福祉の心 

6. 国民としてのアイデンティティ（N）：国への帰属、多様性の受容、地球市民であることのバランス 

４．21 世紀の人材育成と外国語教育

4.1 東南アジア 5か国の国づくりとその教育目標

4.1.1 5か国に共通するキー･コンピテンシー・21世紀型スキルの影響

第 3 章では、各国の教育文書の分析から 5 か国それぞれの教育政策・教育課程の特徴と、その

背景にある社会的、文化的背景を概観してきた。5 か国の教育文書全体を通して各国に共通してい

た点は、国民生活の向上を願い、21 世紀のグローバル社会を生き抜こうとする国家イメージが語

られていたことである。そして、そのイメージを具現化するカギを握る若い世代への教育の重要性

が謳われていた。国により明確さの程度に差はあるものの、表 に見る通り、３か国の教育課程の

目標の中に 21 世紀型スキルが明示されており、それ以外の国でもキー・コンピテンシーや 21 世

紀型スキルに通じる資質・能力観が位置づけられている。PISA の順位で世界標準を上回ることを

教育政策の目標に据えている国も多い。５か国で共通して挙げられているのは、コミュニケーショ

ン能力及び高度な思考力である。

4.1.2 各国固有の社会状況と教育の再編成

分析した法令や教育文書の概要説明の中では、5 か国共通してキー･コンピテンシーや 21 世紀型

スキルとつながる資質・能力を教育課程に取り込んでいる一方、それぞれの国の歴史、宗教、文化、

社会、経済環境への言及が見られる。インドネシアには歴史の中で形造られ尊重されてきた国是

（パンチャシラ）があり、タイには、政治面でも影響力の大きい国王の哲学がある。マレーシアで

は国家教育思想が教育の中心に位置づけられている。この 3 か国には国民統合のためのアイデン

ティティを共有していこうという方向性が見られた。フィリピンは、国民の個々の成長が就業につ

ながり、それが社会経済全体の発展へとつながるとして教育制度全体の改革を行っている。ベトナ

ムは、収集できた文書には本報告の対象に関する情報が多くはなかったが、ドイモイ政策から始ま

る国家建設の流れの中、国家建設のための教育改革を断行しようとしていることは、2014 年 9 月

に行われた同国教育行政担当官のシンポジウムでの発表内容及び発言に示されていた（国際交流基

金 2014）。各国の学習目標は、これまでの教育の文脈を新たな視点から再編成していこうという

積極的な姿勢の表れとも捉えられる。
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参考資料：国際交流基金日本語国際センター（2015：35）
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